
生徒の反応
取り組んだプリントを（回収して）確認すると、短時間ではあ
るが、設定された問いには、（ほぼ）正確に必要な情報が書
かれており、質的、量的の両面から効率的に学習できている
ことが確認できた。

生成AIを用いた意図・期待される効果
読解で生じる意味理解の破綻の原因は、個々人によって
異なる。そのような個々人のトラブルスポットを生成AIの
活用によって（効率的に）解消できることが期待される。

授業の手順
授業はラウンド方式（英文全体をタスク（課題）を変えな
がら何度も読む方法）で展開
※各授業では（必ず）音読練習を行う。 以下は、それ以
外の中心的なものである。

第１時 新出単語の確認（発音、定義）
第２時 生成AIの活用（語彙・語法・文法・構文の確認）
第３時 内容理解Q＆A（サブノート）
第４時 Retelling活動（プリント）
第５時 単元テスト

授業のねらい
読解で生じる個々人のトラブルスポット（語彙・語法・文
法・構文）を解消し、読解の精度を高めること。

英語読解力を高める生成AI(School AI)活用事例
（語彙・語法・文法・構文の学習）

対象：４年生 科目：コミュニケーションⅠ


